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ひとにやさしいまちづくり条例にもとづ
く 「ひとにやさしいまちづくり推進指
針」を平成26年度より見直しを行ってき
た。本研究では、災害時の配慮、国体・
障がい者スポーツ大会などへの対応を含
めた提案が必要で、これらを含め、岩手
県の実情にあわせた方針を提案すること
を目的とする。

写真 被災地の新築の宿泊施設の例
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１．岩手県のひとにやさしいまちづくりを産官学がそれぞれの役割を持ちながら進めていく必要がある。

２．特に復興のまちづくり、観光のユニバーサルデザインについては岩手県において焦点をあてて研究・事業
を取り組んでいく必要がある。

３．研究の課題としては、ユニバーサル観光の拠点づくりと支援体制の構築が必要と思われる。
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１．指針改定の進行にあわせ、指針にお
ける理念と目標の設定を提案した。
２．広く県民が理解できる広報活動を
行った。
３．岩手県内の最近の動向について事例
を収集すると共に調査等を行った。障が
い者スポーツ大会に向けての宿泊施設の
受け入れなど最近の動向について注目し
た。
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１．指針の改定：図に概要を示すように、
東日本大震災津波および国体・全国障害
者スポーツ大会を取り入れ、さらに県民
の意識については内容を強化した。

２．岩手県内の実態：バリアフリー新法
導入後と東日本大震災後から、バリアフ
リーやユニバーサルデザインを導入する
傾向が見られた。
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